
「エンタテインメントバリュー」を生み出す基盤となる経営資源

2008年3月期、2009年3月期及び2015年3月期は、当期純損失計上のためN.A.

2008年3月期、2009年3月期及び2015年3月期は、
当期純損失計上のためN.A.
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1株当たり配当金／連結配当性向
円 %
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 1株当たり配当金（左軸）　  連結配当性向（右軸）
2008年3月期、2009年3月期、2015年3月期は、当期純損失計上のため連結配当性向はN.A.

 1株当たり純資産（BPS）（左軸）　  純資産配当率（DOE）（右軸） （年3月期末） （年3月期）

（年3月期）

知財×人財×財務基盤=株主価値
安定的な株主還元の実施と成長戦略の確実な遂行による企業価値の向上により、
株主の皆様のご期待にお応えしていきます。

利益還元方針と実績・見通し
直接的な利益還元である配当を安定的に実施しつつ、株価水準に応じて自己株式の取得も選択肢としています。その一方、成長領域における競争を勝ち

抜くための戦略投資及び将来のIR（統合型リゾート）事業を見据えた内部留保のバランスを注視しながら、株主価値の持続的向上に努めています。

　2016年3月期は、40円の年間配当を実施しました。これに伴い、純資産配当率は3.1%となりました。

　なお、次期の配当につきましても、中間配当20円、期末配当20円の計40円の年間配当を予定しています。
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株価とTOPIX（東証株価指数）の比較（経営統合時（2004年10月）を1とした相対比較、月足・終値ベース）

デジタルゲーム分野、カジノを 
含むIR（統合型リゾート）事業、施設事業等、
新たな事業分野の取り組みを強化

（株）サミーネットワークス、
（株）セガトイズ、 
（株）トムス・エンタテインメント
を完全子会社化

フェニックスリゾート（株） 
を完全子会社化

（株）インデックス（アトラス）
の事業を譲受

1,700万株の自己
株式消却実施 687億円の 

営業利益を計上

2005年9月
1：2の株式分割を実施

2006年3月期
最高益

 TOPIX　  株価

構造改革 構造改革

2007年3月期
前期比35.8%の

営業減益

2008年3月期
営業損失を計上

外部要因
国内 IRに関する議論が
活発化

外部要因
保通協による型式試験の
運用方法の見直し

外部要因
風適法施行規則等の改正
の経過措置期間終了

外部要因
風適法施行規則等の改正

PARADISE 
SEGASAMMYを 
通じてParadise 
Casino Incheonを
取得

2004年10月
経営統合

自己株式取得
（年3月期） 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016
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株主数の推移
人
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株主構成比（株式所有割合）
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